



麦斑葉モザイク病による大麦の病徴については McKinney(1953)， Hagborg (1954) 
などが記述し，著者も本病の研究の折にふれて記載してきた(井上.1960;高橋・赤木・
井上， 1957). しかし， 1956年以来本病を取扱っている聞に，本病の病徴が伝搬径路によ
っては多少異なる事実を確かめた.さらに一方，本病の発生地である北海道での調査(井
























































病徴は葉に限らず， 病徴の初発時期によっては葉鞘， 穂首， t三などにも普通に現われる




















































Hagborg. W. A. F. 1954. Dwarfing of wheat and barley by the barley stripe.mosaic (false 










図 版 1 
1. 麦斑葉モザイク病種子伝染による大麦幼苗の種々の病徴
2. 接触伝染によるコピンカタギの病徴
右端は健全株からとった穂
3. 麦斑業モザイク病(右3葉)と大麦斑葉
病(左3葉)の病徴の比較品種:春昼
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